

































































































































































































































                                                                                                 
図5「保育士養成課程でのケース・メソッド授業における経験学習サイクルの検討図」                    
                                                                                                  
      （ケースについての予習）                  (実習や卒業後の職場で生           
かすことを想定)                 
          ①個別学習        ②討論の開始            ⑦新たな経験                   
                     ⑥討論                                                       
の終了        （2→3）                              
    ⑤能動的実験     （5→6）                                                                       
（現実場面への検証）                                                                                    
           ③内省的観察（個別学習や 
個々の経験、価値観について）               
       （4→5）                            （3→4）                            
                                                      
                  
④抽象的概念化                                                      
                                                      
(2→3)：討論(学生同士の相互行為)によって個別学習での個人の見解や各々学生の価値観のゆらぎを感じる。                                     
(3→4)：他の学生との相互行為を受け、個別学習での個人の見解や各々の価値観について再構築を図る。又、各々の経験についての意
味付けをする。ここから、抽象的概念の形成へとつながる。また、教員からの問いかけとして「それはどういうことだろうか」
等が想定される。                                                     
(4→5)：抽象的概念化をしたのちに新たな場面で適応が可能か否かの検証を、討論を通して行う。この時に「この場合はどうだろうか」
等の問いかけを行いながら新たなケースの例を提示することが必要。                                  
(5→6)：提示された問いに対し討論し、現実場面で活用できるようになる。                         
                                                      
               
 
５．ケースメソッド授業の過程と学生に与える影響について 
 以上のことから、ケースメソッド授業の過程として、図６にまとめた。一連の流れは、竹内が示すケースメソッド授業の「3つのス
テップ」16）である「①個人予習、②グループ討議、③クラス討議」と同じであり、そこに④振り返りを追加した。これと図５の「保育
士養成課程でのケースメソッド授業における経験学習サイクルの検討図」と照らし合わせて、授業の過程と学生に与える影響について
考察する。竹内は①個人予習では、「ケースを読み、何が書いてあり、どういう状況で、何が問題になりそうなのかということを自分な
りに判断し、自分ならどうするかという実行案を考える」としている。さらにケースを読む際に「自分自身を登場人物の立場に置き、
自分に意思決定が迫られていると考えながらケースを読まなければならない」としている。そのため、学生自身も教員から提示された
ケースの登場人物について想像し、自分がその立場に置かれたらどうするのかについて考える必要がある。また、この時に学生からは、
ケースの情報が少ないことが個別学習することを難しくしているなどの要望が出されることが想定されるが、状況を想像しあらゆるこ
とを想定して考えることが重要であることを伝えていく必要があると考える。さらに、ケースの難易度によっては、そこで使われてい
る用語等がわからないという場合も想定されるため、わからない用語については、調べておくように伝えることも必要である。②グル
図５　保育士養成課程でのケース・メソッド授業における経験学習サイクルの検討図
（58） 保育者養成課程におけるケースメソッドを活用した授業についての検討―経験学習サイクルモデルを用いた検討―
分がその立場に置かれたらどうするのかについて考える必要がある。また、この時に学生からは、ケースの情報が少ない
ことが個別学習することを難しくしているなどの要望が出されることが想定されるが、状況を想像しあらゆることを想定
して考えることが重要であることを伝えていく必要があると考える。さらに、ケースの難易度によっては、そこで使われ
ている用語等がわからないという場合も想定されるため、わからない用語については、調べておくように伝えることも必
要である。②グループによる討論であるが、竹内はこの段階について、③クラス討議がうまく展開するための前段階とし
て位置付けている。そしてグループ討論には教員は加わらないとしており、インフォーマルな形での討議（講義室等で行
われるのではなく、教員が全くいない状況で行われている）としている。またこの段階の目的としては、「とにかく声を
発して自分の意見を言う練習になる」ということと「自分の考えていることと、他の参加者が考えていることを知ること
ができる」としている。学生（特に学部生）に対するケースメソッド授業の場合、経験学習サイクルを検討した際の検討
内容からも、この段階で教員からの問いかけをすることで、内省的観察から抽象的概念化が行われると考えられるため、
グループによる討論についても介入が必要になってくると思われる。また、この段階での学生は、他の学生の意見を聞き、
ケースについての個別学習内容に疑問を感じたり、ケースについて考えた実行案などに不安を感じたりと、自身の価値判
断についてのゆらぎが起こると考えられる。このゆらぎに対して教員などに「これは違うのだろうか」「間違っているの
だろうか」「こうではないか」などの疑問が提示されると考える。そのためこの時に教員などから「それはどういうこと
なのだろうか」等の問いかけを行うことで、抽象的概念化に繋げていくことができるのではないかと考える。③クラス全
体での討論では、受講学生全員で行い、教員がディスカッションリーダーを務める。竹内はこの段階で、「グループ討議
以上に参加者の多様性が増し、さまざまな意見を出し合うことが新たな検討課題の発見になり、思考のコラボレーション
を高める」としている。さらに「この全体討議を通じて、参加者は、自らの意思決定の再検討を行い、自分で判断し行動
を提案するという思考実験を絶えず行っていく」としている。そのため、経験学習サイクルと照らし合わせると、このク
ラスでの討論の段階で抽象的概念化から能動的実験へと繋がっていくと考えられる。ただ、グループによる討論の段階で
起こると考えられる内省的観察・抽象的概念化についてもクラス全体での討論の段階でも起こり得ると思われる。それは、
クラス全体になった段階で、再びさまざまな意見を聞くこととなり、抽象的概念化したことに対する内省が再び起こり、
自身の価値判断に対するゆらぎが起こると考えられる。そのためクラス全体での討論を開始した前半の段階で教員からの
「それはどういうことなのだろうか」等の問いかけが再び必要になると思われる。その後、抽象的概念化が進んできた段
階で、討論の後半で「この場合はどうだろうか」等の問いかけを行い、能動的実験の段階へと進めていくことが必要とな
ると考える。この段階では、抽象的概念化の進まなかった学生や他のケース（教員からの新たな問いかけ）について検討
していくことが困難となり、討論から取り残されてしまう学生が出てくる可能性もあるため、状況によっては、抽象的概
念化を促す問いかけに戻り、討論を再構築する必要が出てくる場合もあると思われる。最後に④振り返りであるが、ケー
図６　保育者養成課程におけるケースメソッド授業の過程
経験学習サイクルとの照らし合わせ
①個別学習（ケースについての予習）
②グループによる討論とクラス全体での討
論を通して、内省的観察・抽象的概念化を
繰り返す。
③クラス全体の討論の後半において能動的
実験を行う。
④振り返りをすることで、能動的実験の結
果について再考察を行う。
①ケースについての個別学習
　　➡
②グループによる討論
　　➡
③クラス全体での討論
　　➡
④振り返り
（59）
スメソッド授業の目的（ゴール）が「既存の知識を獲得するのではなく、考え抜く能力や態度を獲得する」ことにあるた
め、学生自身がケースに対する自身の価値判断に対して、抽象的概念化を行い、それを別のケースに照らし合わせて能動
的実験を行い、現実場面での経験として繋げていくためには、ケースメソッド授業に対する感想やケースを通しての学び
に対するまとめを振り返りとして考察することが必要であると思われる。このことを通して、学生は、新たに内省を行い、
そのケースでの価値判断に結論を出すことができるのではないかと思う。
　以上のような流れをもってケースメソッド授業が進められていくのではないかと、現時点では考えている。ただ、実際
に行った授業での検討が必要であり、今後の研究課題となる。
６．まとめと今後の課題
　今回、保育者養成課程においてケースメソッドを活用することが学生にどのような影響を与えているのかについて検討
することを目的に進めてきた。保育者養成課程においてケースメソッドを活用することの目的としては、前述の通り「考
え抜く力や能力を獲得する」ことにある。これは、保育者に求められる職務が子どもの保育や教育だけではなく、保護者
支援や児童虐待、特別な支援が必要な子どもへの支援など複雑で高い専門性が必要となるケースが多くなってきたことか
ら、保護者や子どもたちと関わるその場その場での考える力や対応する力が求められることがその必要性としてあげられ
る。また、保育者となる保育士の働く場としては、保育所だけではなく児童福祉施設などが考えられる。その場合、実習
に行ったり就職したりするまでに、経験をしたことがない状況に置かれることになる。そのため、養成課程に所属してい
る段階である程度のケースにふれることで、その状況について考える力や能力を獲得することが求められていると考える。
これは、江村の調査 17）において示されているところでもある。この調査によると学生が「卒業後の不安」として「保護
者との信頼関係」、「子ども集団との関係」、「保育・教育の知識や技能」をあげており、また「卒業後の研修ニーズ」とし
ては「特別な配慮を要する保育・教育」、「子どもや障害児・者の福祉」、「家族支援」をあげていることからもその必要性
が伺えるのではないだろうか。これらのことから、保育者養成課程においてケースメソッド授業を行うことには、意義が
あると考える。
　しかし今回の研究内容では、問題意識の所在で上げた検討課題である①ケースメソッド授業が学生にとってどのような
学びへと繋がっているのかについてと、②ケースメソッド授業の過程を明らかにし、その過程が学生にどのような影響を
与えているのかについての検討をしたにとどまっている。しかもこれら二つに関しても実際に行った授業の結果から検討
したわけではないため、その検討内容についても明確に結果が示されているわけではない。また、③学生を真に中心に据
えた学習のために、教員にはどのような努力が可能かについては検討することができなかった。そのため今後の課題とし
て実際に保育者養成課程に所属する学生に対してケースメソッド授業を実施し、その結果を踏まえて検討することが必要
であり、今後実施することとしたい。
　また、保育者養成においては、保育者を含む当事者をいかに理解するのかということに関しても課題としてあげられる
と考えている。そのため、ケースメソッド授業と合わせて当事者理解を深めるためにロールプレイなどを活用することも
含めて検討していきたいと考えている。ロールプレイを活用し、保育者や保護者、子どもなどの役割を演じることで、そ
の役割の気持ちを理解することに役立つと考える。また、それぞれ役割を演じた後にロールプレイ中に感じたことを学生
同士で共有することで、他の学生が感じたことを知る機会にもつながり、自身の感じ方との比較をすることができる。こ
のような疑似体験的な学習を通して、当事者理解を進めることができるのと保育者としての姿勢を身につけることに役立
つのではないかと考えている。これらのことを課題として今後の研究を進めていきたい。
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